
本邦のマメ科植物に発生する PVY群ウイルス

の寄生性の比較ならびに判別植物による

ウイルス検索法事

井上忠男

1. 緒 書

本邦のマメ科織物に発生するウイルスの種類について，とくに近年，同定記載が進み，

植物によってはウイルスの種類がほぼ十分に調べられたと考えられるものもある.これら

のウイルスの中で， Brandes<6. f) の分類方式による PVY群のウイルス〈粒子はひも状で

長さが750mμ 前後)の占める割合は大きく， PVY群ウイルス相互の判別は実際の同定

診断の上でかなり重要である.著者は以前に(22.23)本邦のマメ科植物に発生するウイルス

の種類とそれらの判別方法について概略的な記述を行ない，ウイルス判別実験の第1段階

に電子顕微鏡による粒子観察を行なうことが極めて有用であると述べた.さらにその記述

の中で，今後解決すべき課題として

(1) 我国に存在し，既に外国で記載のある主要なウイルスについての調査，同定，さ

らには抗血清の作成

(2) 簡便適切で， しかも綜合的なウイルス判別のための検索法の設定

(3) とくに.約750mμ の長さをもっ多数のウイルス相互の判別基準の設定

をとりあげた.

その後， 1967年までに， さらに幾つかのウイルスの同定記載が行なわれ， この分野に

おける我々の知識は増大した.抗血清の作成はまだ必ずしも十分とはし、えないにしても，

前に課題としてあげたような，実用化できるウイルス判別の具体的な検索法の設定が試み

られてよい時期に至ったと考えられる.

本報はマメ科植物に発生する PVY群ウイルス相互の判別を確立するために， 各ウイル

スの寄主範囲を比較して調べた結果をまとめたものである.さらに，これらの結果に基づ

いて判別植物の反応によるウイルス検索表を植物別に作成し，今後改良補足すべき点はあ

るにしても，現段階における具体的な判別法の確立を試みたものである.

本文に入るに先だち，アズキ ・モザイクウイルス株を分与された東京大学農学部土崎常男氏(現在組

物ウイルス研究所)，ダイズ・モザイクウイルス株を分与された東北食業試験場高橋幸吉氏， 終始実験

に協力された岡山大学農業生物研究所光畑輿二氏に感謝の意をあらわす.

*文部省科学研究費(総合研究H植物ウイルスの系統に関する研究J，代表者，東北大学三沢正
生教授，昭和41， 42年度による業績.
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11. 実験材料と方法

実験に用いたウイルスは次のとおりである.

インゲン・モザイクウイルス(Beancommon mosaic virus， BCMVと略記する) 1965 

年3月に岡山県一宮町の温室で栽培されていた黒三度インゲンの典形的な BCMV病徴の

見られる病株から分離したもので， マスターピースインゲン上で培養保存した BCM・01

株.

アズ.キ ・モザイクウイルス(Azuki-beanmosaic virus， AzMV) 東京大学農学部(当

時)の土崎常男氏から分譲を受けたAzMV病アズキ種子を播き， その種子伝染株から分

離し，アズキ〈宝)に保存したもの.

ダイズ・モザイクウイルス(Soybeanmosaic virus， SMV) 東北農試の高橋幸吉氏か

ら分譲を受けた SMV病ダイズ後子を矯き，その種子伝染病株から分離し，ダイズ(農林

4号〉で保存した SMV-A株.

ササゲ・モザイクウイルス (Cow伊amosaic virus， CoMV) タキイ種苗より購入した

黒種三尺ササゲの極子伝染病株から分離し，ササゲ(黒種三尺サザゲ)で保存したもの.

エンドウ・種子伝染モザイクウイルス (Peaseed-加rnemosaic virus， PSbMV) 1964 

年2月に和歌山県印南町で採集したオランダエンドウのモザイク病徴株から分離し，エン

ドウ(仏国大爽〉やソラマメ上で保存したP202株.

ナンキンマメ ・モットルウイルス (Peanutmott1e virus， PnMV) 1965年7月に岡山

県倉敷市で採集したナンキンマメの軽いモザイク病徴株から分離し， ソラマメ， エンド

ウ，ナンキシマメなどで保存した PN-15株.

インゲン・黄斑モザイクウイルス・ソラマメモザイク系(Beanyellow mosaic virus， 

broadbean mosaic strain， BYMV・B) 1963年2月に鹿児島県指宿市で採集した房州八

分ソラマメのモザイク病株から分離し，ソラマメ上で保存した V124株.

インゲン・黄斑モザイクウイルス・エンドウモザイク系(Beanyellow mosaic virus， 

pea mosaic strain， BYMV-P) 1964年11月に和歌山県御坊市で採集したオランダエンド

ウの鮮明な黄斑モザイク症状株から分離し， エンドウ(仏国大英)， ソラマメ上で保存し

たP242株.

インゲン・黄斑モザイクウイルス・普通系(Beanyellow mosaic virus， ordinary st-

rain， BYMV心) 1963年12月に静岡県伊豆半島で採集されたエンドウの軽いモザイク症

状株から分離し，インゲシ(マスターピース)，ソラマメ上で保存した P174株，および，

1964年8月に北海道北見市近郊で採集した大福インゲンのモザイク病徴株から分離し，イ

ンゲン，ソラマメ上で保存した BH・8株.

インゲン ・黄斑モザイクウイルス ・えそ系(Beanyel10w mosaic virus， necrotic st-

rain， BYMV-N) 1963年12月に千葉県富浦町で採集したエンドウの媛化，モザイク症状

株から分離し，ソラマメ，ラジノクローパー，インゲン(マスターピース)上で保存した

P180株，および， 1962年5月に岡山県倉敷市で採集したエンドウの激しいモザイクおよ

び縮葉症状株から分離し，インゲン(茶白)，ラジノクローパー上で保存したP120株.

インゲン・黄斑モザイクウイルス ・ソラマメ輪紋系 (Beanyellow mosaic virus， 
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V 166) 1965年5月に岡山県成羽町で採集したソラマメの白色輪紋症状株から分離し，

ソラマメ，インゲン，ダイズ(農林4号)上で保存したV166株.

P238株 1964年11月に和歌山県御坊市で採集したオランダエンドウのモザイクおよ

びえそ病徴の著しい病株から分離し，ソラマメ，ベポカボチャ(ポンキン)上で保存した

もの. このウイルスの同定は確立していない.

カボチャ ・モザイクウイルス (Watennelonmosaic virus， WMV) 1964年11月和歌

山県印南町で採集した黒三度インゲシのモザイク症状株から分離し，キュウリ，ポンキン

上で保存したBW-3株.

カプ ・モザイクウイルス (Turnipmosaic virus， TuMV) 1963年7月に千葉市郊外で

採集したナンキンマメの輪紋モザイク病株から分離し， ダイコン， コカプ上で保存した

PN・9株.

接種試験はすべて温室内でカーポラシダムを用いた汁液接種によって行ない，接種源搾

汁は水を用いて作り， とくに緩衝液や還元剤などは用いなかった C.amaranticolorを

除いた他の植物では，接種葉と上薬からの戻し接種をそれぞれの検定植物(第1表〉につ

いて行ない，ウイルス感染の有無を確かめた. また， dip法試料についての電子顕微鏡に

よる粒子観察での感染確認も随時に行なった.実験に供試したウイルス株は必ずしもすべ

てについて正確な粒子の長さの測定は行なっていないが， 少なくとも 20~30個以上の粒

子について調べ，いずれも長さ約750mμ 前後のひも状であることが確かめられている.

III.実敏結果

1. 供民ウイルスの寄生性の特徴

約20種の判別植物を用いて調べた各供試ウイルスの寄生性を第2表に示した. ここに

用いた判別植物の種類は， これらのウイルス相互を見わけるのに十分と思われる範囲に限

ったが，ここにあげたものの他にもウイルスの判別に有用なものがあることはもちろんで

ある. この表にあげていない組物も含めて， 各ウイルスの寄生性の特徴を以下に記述す

る.

BCMV一一品種によって多少異なるが，インゲγに葉脈緑帯を基調にしたモザイク病徴

をあらわし，病葉は葉の裏面に向って巻いて変形する場合が多い(山城黒三度，マスター

ピースなど)(第1図A). また，モザイク斑は明瞭でなく葉色がうすれ，葉の表面が粗く

ちぢれたようになる場合もあるくトップクロ yプなど). ダイズの接種葉およびアズキに

無病徴感染が認められるが，他の植物には感染が起らない.

AzMV一一アズキに葉脈緑帯を基調にしたモザイクや捲葉， 縮葉などの病徴をあらわ

す.山城黒三度インゲンの接種葉にえそ斑点を生じて，上葉にはモザイクおよび軽いえそ

をあらわして萎縮する.つるなし金時インゲンにも全身感染する. レンゲやゴマに軽いモ

ザイク病徴を生じ， ダイズに無病徴感染が認められるが， その他の植物には病原性がな

L、

SMVーーダイズに葉脈緑帯を基調とするモザイクや捲葉， 縮葉などの病徴をあらわし，

山城黒三度，およびつるなし金時インゲンにAzMVによるものに似た全身病徴， レンゲ

にモザイク病徴をあらわしアズキの全身サムスンタバコの接種葉に無病徴で感染する.
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その他の植物への病原性は認められない.

CoMV一一ササゲに鮮明な病徴をあらわし，葉脈緑帯，モザイク，捲業が顕著に認めら

れる(第1図B). アズキ， クロタヲリア， レンゲ，ゴマにもモザイク病徴， 山城黒三度

インゲンに AzMV，SMV類似の全身病徴をあらわし，ソラマメの接種葉や上薬に輪点状

の大形斑点を生ずる.サムスンタバコの接種葉に無病徴感染する.

PSbMV一一エシドウでの葉色のうすれ， 業のねじれ， モザイクなどが特徴であり(第

1図C)， ソラマメでは鮮明なモザイク斑， 萎縮が顕著な病徴である BYMV抵抗性の

Wisconsin Perfectionや NewSeasonなどの品種にも病原性がある.この他の2，3のマ

メ科植物などに病原性が認められるが寄主範囲は狭い.

PnMV一一ナンキγマメにおける病徴は後述する TuMVによる病徴に比べて軽く， 不

鮮明なモザイクであるが，夏の高温時には病徴が消失する.ソラマメでの病徴は不鮮明な

退緑斑点によるモザイク， エンドウでは軽い葉脈退緑病徴である. C. amaranticolorに

病原性がなく，N. rusticaの若い接種葉に退緑斑点、を生じることもある. トップクロッ

プやつるなし金時などのインゲンの接種葉に鮮明なえそ斑点を生じる. BYMV抵抗性の

Wisconsin Perfectionエンドウにも病原性がある.種子伝染の疑いがある.

BYMV-B一一ソラマメ，エンドウに通常えそを伴わない軽いモザイク病徴.インゲンの

山城黒三度，つるなし金時以外の品種には全身感染しない.C. amaranticolorの接種葉に

見られる局部病斑は輪郭の不鮮明な比較的大形の退色斑点である. Wisconsin Perfection 

エンドウ，タバコ類，フリジヤ， ゴマなどに病原性が認められない.ソラマメで低率の種

子伝染が起る場合がある.

BYMV-P-ーエンドウやソラマメに通常えそを伴わない鮮明な黄斑モザイク病徴をあら

わす(第1図D).山域黒三度やつるなし金時以外のインゲンには全身感染しない. タバ

コ，N. rusticaの接種葉に無病徴感染するが，ゴマ，フリジヤ， Wisconsin Perfectionエ

ンドウなどには病原性が認められない.

BYMV~-一分離株によって多少寄主反応の異なる場合も多いが，ソラマメ， エンドウ

(Wisc. Perfectionを除く)に軽いモザイク病徴， インゲンの多くの品種に縮葉を伴う明

瞭なモザイク病徴をあらわす(第1図E). ダイズ，クロタラリヤ， レッドクローバー，

ゴマ，フリジヤなどにもモザイク病徴をあらわし，タバコ，N. rusticaの接種業に無病徴

で感染が起る.

BYMV-N一一分離株によって病原性に多少の差異も認められる.こ こに用いたウイルス

株ではP120株による病徴はとくに激しい. インゲン，エンドウ (Wisc.Perfectionを除

く)，ソラマメ， レンゲ， レッドクローパー，ゴマなどにえそ病徴および激しいモザイク，

萎縮をおこして枯死させる場合も多い(第1図F). フリジヤにもえそを伴うモザイク病

徴をあらわしラジノクローパーに軽いモザイク斑を生じる.キュウリ，ヒャク ニチソウ，

ホウレンソウ，タパコ， N. rusticaの接種葉にしばしば局部退緑斑点またはえそ病斑を生

じる.

BYMV-V 166株ーーソ ラマメに淡賞~灰白~褐色の輪紋斑を生じ.エンドウには極めて

かすかなモザイク斑をあらわす.ダイズ，イ γゲγ，アズキ，ササゲ， リヨクズ(第2図

A)に燈葉を伴う明瞭な葉脈緑帯モザイク症状をあらわすのが特徴である.ゴマには病原

性が認められるが， Wisc. Perfectionエシドウやフリジヤには病原性が認められない.
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E 

第 1図 A: BCMVによるインゲン(大手亡〉のモザイク病徴.B: CoMVによ

るササゲ(黒種三尺)の葉脈緑帯モザイク. C: PSbMV によるエン

ドウ(仏国大爽〉の退色と葉のねじれ.左端は健全業.D: BYMV・Pに

よるエンドウ(仏国大爽)の鮮賞モサ.イク. E: BYMV・0によるインゲ

γ(マスターピース〉のモザイク病徴. F: BYMV-Nによるソラマメ

のえそ病徴.接種業のえそ斑点病徴と全身えそ.
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F 

D 

， 
• 

第 2図 A: BYMV (V 166)によるリヨクズの葉脈緑帯モザ

イク.B: P238ウイルスによるベポカボチャ(ポン

キン〉の全身的小黄斑点.C: WMVによるベポカボ

チャ(ポンキン〉のモザイクと奇形葉.D: TuMVに

よるタパコ (Samsun)接種葉の局部えそ病斑. E: 

WCMVによるレンゲ葉裏に生ずる enation. F: BNV 

によるソラマメの全身的えそ病斑. G: AMVによる

ダイズの鮮賞モザイク病徴. H: PDMVによるエン

ドウ(仏国大葵〕のモザイクおよび萎縮葉.
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P238株一一BYMVとWMVとの中間的な寄主範囲のウイルスである. エンドウ， ソ

ラマメ，スイートピーなどに著しいえそ病徴とモザイク病徴をあらわし，山城黒三度やつ

るなし金時などのインゲン品種やゴマにも全身モザイクとえそ病徴を示す.タパコ類やフ

リジヤには病原性はないが，ベポカボチャ，キュウリ，スイカ，マクワウリなどウリ科植

物に病原性が認められる(第2図B). ウリ類での病徴はWMVによるものとは異なり，

ベポカボチャやキュウリでは微小な黄色斑点病徴である.

WMVーーエンドウやインゲンから分離される WMVはエンドウに軽いモザイクおよび

中位以下の節の葉枯れを病徴としてあらわす. ソラマメでは葉脈沿いの退緑斑によるモ

ザイク病徴，キュウリ，カボチャ，マクワウリ，スイカなどのウリ類では葉脈縁帯モザイ

ク，葉の変形などの病徴となる(第2図C).山城黒三度の他，つるなし金時にも全身感染

する場合もあり，ササゲ，アズキにもまれに感染することがある.タパコ類やフリジヤに

は病原性が認められない.

TuMV一一マメ科植物ではナンキンマメだけから分離されているが，ナンキンマメ以外

のマメ科植物への汁液接種で‘はソラマメに局部病斑が見られるだけである.ザムスンタパ

コの接種葉に褐色の局部病斑を生じ(第2図D)，N. g/utinosa， N. rusticaには全身感染

する.ヒャクニチソウ，センニチコウ，ホウレンソウにも病原性があり，ダイコン，カプ，

ハクサイ，キャベツなどアプラナ科植物にモザイクやえそ病徴をあらわす.

2. 判別値物を用いた植物別のウイJI，..ス検索法の賦獲

上述の実験で得られた各ウイルスの寄主範囲と病徴の特徴から，各種のマメ科横物に発

生するウイルスを適当な判別植物を用いて検索することは可能と思われる. PVY群以外

の汁液接種可能なウイルス(し、わゆる球状ウイルスも含めて〉もあわせて，我国における

第 3表 本邦のインゲンに発生するウイルスの判別植物に対する反応

¥三二万二千立安置芋
長き約内Ompひも状 径開mμ球状

判別働r"eこ BCMV B~ BNV-N WMV CMV-Le 

イ ンゲン VB，M M N，D M (トップクロップ〉
エシ ドウ M N，D m，n M Ot十日絹葵〉
ソ ラマメ M N，D ロ1 N 

ベチュユア M 
ベポカボチよろ
(ボンキ M M 

C. amaranticolor L，(S) L，S L L 

VB:葉脈緑'塔 L:接種業局部病斑
VC:葉脈退緑 S:全身感染
M:モザイク NS:えそ斑点
N:えそ ( ):ときに，またはウイルλ株によって感染が起る
D:えそ→枯死 / :ウイルス系統，株によって病徴が異なる
Stu:著しい萎縮 1:無病徴全身感染
CS:退緑斑点 L(I):接種葉無病徴感染
小文字は軽い病徴を示す
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主なマメ科植物，インゲン，アズキ，ダ‘イズ，ササゲ，ナンキンマメ，エンドウ，ソラマ

メ，およびクローパ一類につき，植物別にウイルス検索法を作成してみた.判別植物の反

応表の他に，いわゆる検索表の形式でまとめてみたが， これとは別の項目や順位によった

検索表も作成可能である.判別植物の選定にあたっては，Nicotiana属植物は専売公社の

許可監督の下に育苗しなければならず，実際判別法を普及するためには必ずしも一般的で

ないと考えられるので，判別植物反応表では除外することにした.

インゲン

我国のインゲンに発生するウイルスの種類は BCMV(l.2.S0.52)，BYMV心情)， BYMV-

Nl521， WMV (井上，未発表)， キュウリモザイクウイルスのマメ科系統 (CMV-Le) (50.聞

が知られている. WMVは和歌山県下で採集されたことがあるだけであるが，この他のウ

イルスはほぼ全国的に発生しているものと考えられる. これらの各ウイルスは第3表に示

すように，インゲン〈トップクロップ)，エンドウ(対日絹爽)， ソラマメ， C. amaranti-

color，ベポカボチャ(ポンキン)， ベチュニアを判別植物に用いればほぼ確実に判別でき

るものと思われる. BYMV心と BYMV-Nとの区別はマメ類での病徴の相異から知るこ

とができる.このような判別植物の反応に基づいたウイルス検索表が第4表である.

第 4表 本邦のインゲンに発生するウイルスの検索表

A. :r.."/ドウ，ソラマメ， C. amarantic%rに病原性がなく，インゲンでは主とし
て葉脈緑帯病徴.粒子は約750mμのひも状・ H ・H ・.....・H ・.....・ H ・....・ H ・...・H ・H ・H ・...・ H ・-…BCMV

B.ェγドウ，ソラマメ， C. amaranticolorに病原性があり，粒子は約750mμのひも状

1.イ γゲンの多くの品種に通常えそを伴わないモザイク病徴…..，・ H ・..…...・ H ・H ・H ・..BYMV-O

2.イγゲンの多くの品種に全身えそ病徴...・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・..……...・ H ・.....・ H ・..BYMV-N

3.山城黒三度，つるなし金時など以外のイ ンゲン品種には病原性がなく，キュ

ウリ， カボチャなどウリ科植物にモザイク病徴…...・ H ・..…...・ H ・..…・ H ・H ・..…・γ…..WMV

C.品ンドウ，ソラマメ， C. amaranticolorに病原性があり，粒子は径約30mμ

の球状.N. glutinosa.ベチュニアなどにモザイク病徴・・・ H ・H ・...・ H ・...・ H ・.....・ H ・...・ H ・CMV・Le

アズキ

これまでにAzMVσ.17.m，

COMV(b)， CMV・Le仰の3種の

ウイルスの発生が確かめらてい

る.発生分布についてはまだあ

まりよく分っていないが，おそ

らくどのウイルスも全国的に発

生しているものと思われる.第

5表および第6表のように，ア

ズキ，ソ ラマメ，インゲン〈山

城黒三度， トップクロ ップ〉

C. amaranticolor，ベチ品ニア，

ベポカボチャを用いることにより各ウイルスを判別することができょう.

第 5表 本邦のアズキに発生するウイルスの

判別積物に対する反応

ウイルス雇子 長さ約750mμ ひも状径30mμ球状

AlIMV CoMV CMV-Le 

アズキ
(宝〉
ソラ マ メ
イン ゲ ン
(ト ップクロップ〉
ベチュ ユ ア
ベポカボチャ
(ポンキ刈

C. amaranticolor 

VB，M M M

N

M

M

M

L

 

NS，m 

L 
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本邦のアズキに発生するウイルスの検索表

A.ソラマメ， C. amaranticolorに病原性がなく， アズキでは主として葉脈緑帯
病徴.粒子は約750mμ のひも状...・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・.....・H ・...AzMV

B.ソラマメ， C. amaranticolorに病原性があり
1.インゲン(山嵐黒三度などを除く)，ベチュニア，ボンキンに病原性がない
粒子は長さ約750mμ のひも状・・H ・H ・-…....・H ・...・H ・....・H ・....・H ・...・H ・H ・....・H ・-…・・・・CoMV

2.インゲン，ベチュニア，ポンキンに全身病徴.粒子は径約30mμ の球状 ・H ・H ・-・・・CMV-Le

第 6表

ゲ

ササゲでは COMV(6.14.17)の

他に CMV-LeI6・30j，エンドウ萎

縮モザイク (PDMV)仰の発生

が知られている.関東地方，中

園地方のどちらでもこれら 3種

のウイルスが採集されているの

で，発生分布はいずれも全国的

と思われる.第7表のように，

ササゲ，エンドウ， C. amaranfi・

c%r，ベチュニア，ベポカボチ

ャを用いてこれら3種のウイルスは判別できる.

た.

本邦のササゲに発生するウイルスの

判別植物に対する反応、

ウイルス粒子 長さ約750mμmM
ひも状主ー宝土竺

白MV CMV・Lo PDMV 

第 7表ササ

m 

M. n. Stu 

M 

M，n 

M 

M 

VB，M 

ウイ Jレス

ササゲ
(黒種三尺)
エンドウ
(対日絹爽〉

ベチュニア

ベボカボチャ
(ポンキン〉

C. amaranticolor 

判別植物

L，S 

これらを検索表形式にして第8表に示し

M 

L L 

本邦のササゲに発生するウイルスの検索表

A.ポンキン，ベチュエア， エンドウに全身感染.粒子は径約30mμ の球状....・H ・...…・CMV-Le
B.ポンキンに病原性がない
1.ベチ 2 ニアにモザイ{1，エンドウにモザイクやえそ病徴.粒子は球状・H ・H ・.....・H ・..PDMV
2.ベチュニア，エンドウに病原性がなく，ソラマメに全身病徴， C. amaranticolor 
に局部病斑， ササゲで明瞭な葉脈緑帯病徴…....・H ・...・H ・.....・H ・..…...・H ・..…………・CoMV

第 8表

本邦のダイズに発生するウイルスの

半IJ別植物に対する反応

憂き約750削&ひも状 マユ状

AMV 

空宝

第 9表

.......____、 ウイルス粒子

判別植物一

M 

L/S 
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L

M

L

 

Ma. Stu 

L!S 

L 

L 

sYMV 

M 

L， (S) 

M 

M 

SMV 

VB，M 

ウイルス
、ーー噂血『輔暢mー

ダ イズ
(農林 4 号〉
インゲ γ
(トップクロップ〉
エンドウ
(対日絹爽〉
ササゲ
〈黒種三尺)
リョクズ

ベチュユア

C. amaranticolor 

ダイズ

SMV(37.m，BYMV(S7J 

アルフアルファ・モザイ

クウイルス (AMV)C50.57)

(第2図G)は全国的に

発生していると見られ，

ダイズ萎縮病ウイルス.

(SSV)伊 .40.41)は東北

地方を中心に分布して

いるといわれる(57) こ

れら4種のウイルスは

第9表および第10表に

示したように， ダイズ



第 10表 本邦のダイズに発生するウイルスの検索表

A.イγゲY. ェγ ドウに病原性がない

1. リョクズ.C. amarantic%r.タバコ(全身)に病原性がない.粒子は約750mμのひ
も状.ダイズでは主に葉脈緑手持病徴...・ H ・H ・.....・H・....・H ・......・H ・.....・H・.....・H ・..…...・H ・..SMV

2. リョクズ.C. amarantic%rに局部病斑.タパコに無病徴金身感染.粒子は
径約30mμの球状...・H ・...・H ・...・H ・-…・...................................................................ssv
B.インゲγ，.%.:，1ドウに病原性がある

1.ベチュニア，タパコにモザイク病徴.多くの場合イ γゲンに明瞭な局部えそ病

斑，粒子は約 36~58x18mμのマユ形…...・H・..…...・H ・.....・H・..…...・H・.....・H・H・H・..…...AMV

2.ベチ品ニアに病原性がなく， インゲンに全身感染， 粒子は長さ約750mμのひ

も状・・・・・・・・…・・・・・・・・・・…・・・…・・・・・・・…・・・・・・……・..…....................・・・・H ・H ・・・…・・..........BYMV

(農林4号).インゲン(トップクロップ).エンドウ(対日絹爽). リヨクズ.C. amaranti-
color，ペチユニアを用いて判別することができる.

ナンキンマメ

千葉県以西のナンキンマメにウイルスの発生が知られているが，そのほとんどのものは

PnMVであり(27.<0.32)，TuMV(2Q.30.31)の発生は比較的に少ないものと思われる.第11表

および第12表にあげたように， この両ウイルスはナンキンマメの他に， エンドウ， C. 

amaranticolor，ダイコンに接種すれば

容易に区別することができる.

第11表本邦のナンキンマメに発生

するウイルスの判別植物に

対する反応

ウイル志す芸さ約750r4f'ひも状

判鵬物¥士イルス PoMV TuMV 

ナンキンマメ

エンドウ
(:11十日絹爽)

ダイコン

C. amaratltic%r 

ソラマメ，エンドウ

ロ1

m 

M 

M 

L.S 

第12表 本邦のナンキンマメに発生する
ウイルスの検索表

A.ダイコン.C. amarantic%rに病

原性があり，エンドウに病原性がな

い.粒子は長さ約750mμのひも状，

ナンキンマメでは黄白色の給紋モザ

イク病徴・H ・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・.....・H ・...TuMV

B.ダイコン.C. amorantic%rに病

原性がなく，エンドウに軽いモザイ

ク病徴.ナンキンマメでは不鮮明な

軽いモザイク，粒子は長さ約750mp.

のひも状……H ・H ・......・H ・.....・H ・...・H ・.PnMV

ソラマメ，エンドウに発生するウイルスの種類は多く. BYMV -B(30. 32. 3b)， BYMV _P(32)， 
BYMV心(30.82)， BYMV-N¥30.S2). PSbMV(26)， PDMV(30.31) (第2図H)の各ウイルスが両

方の機物に発生する，さらにエンドウでは WMV(U.30.S1)，ホワイトクローバー・モザイクウ

イルス (WCMV)(26.31)(第2図E). CMV-Le(16.30.S1)が，ソラマメ には V166 (BYMV) 

(井上，本報).ソラマメ・えそモザイクウイルス (BNV)(8. 9.10.32) (第2図F)が発生して

いる.BYMVの各系統. CMV-Le はほぼ全国的に分布するものと思われるが. BNVは

九州地方(10)，WMVは伊豆以西(23)，PDMVは関東以西. PSbMVは和歌山県下(叫，
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V166は岡山県下での発生が知られ

ている.これらの各ウイルスは第13

表にあげたソラマメ，エンドウ(対日

絹爽および WisconsinPerfection); 

ダイズ，アズキ，インゲγ(トップ

クロップ).ベチュユア，ベポカボチ

ャ. C. amaranticolorの9種の植

物の反応で判別できると考えられ

る.検索表形式にまとめたのが第14

表である.

叫

ω
.、
同

凶

:::E :::E 

:::E 

:::E 

コ)
i

:::E 

g 日

:::E 

ヨ
ω
.
z
.
2

g
，
X
 

:::E 

Zω

・z‘湾

句

A
.
2

日
，
Z

z 

g
・
z

クローパー類

レッドクロー，ミー， ホワイトク

ローパー，スイートクローノミー，ア

ルフアルファなどのクローパ{類に

発生することの分っているウイルス

は BYMV(l2.13.18.20.S0)，WCMV(SO)， 

AMV(S.18.S0.4Z)， PDMV(4.30.Sl)， CM-

V-Le(SS)などである. これらの各ウ

イルスは第15表や第16表に示した

ようtこ， レッドクローノミー，ホワイ

トクローパー，ソラマメ，エンドウ

(対日絹爽)， インゲン(トップク

ロップ)， ベチュニア， ベポカボチ

ャ. C. amaranticolorの各織物を

用いて判別できる.

同

(

ω

)

働
、
同

吋

ω
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同

ω.、
同

凶

=号

u) 
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』
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・2

Q
.
2
.片
山

Q
，
2
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:::E 

ロ

日

自

:::E 

u) 
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日

百

若手

書母
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s
u
o
目

ト

A・惨
w
a
u
h
r
ヨ
E

M
桝

組

問

い
ほ
同

am畑

察

植物ウイルスの分類にあたってウ

イルスのどのような性質に基づくか

ということについては議論の多いと

ころであるが，粒子の形態は重要な

基準のーっと考えられる. しかし，

梓状ウイルスの場合，粒子の形態が

ほとんど同じと見られるものの中に

も，それぞれ別の commonname 

で呼ばれる幾つかのウイルスが含ま

れる場合が普通である.また.ウイ

ルス判別の有力な手段のーっと見ら

れている血清学的性質にしても，現

段階では各ウイルスを明確に区別す

考IV. 

(ω).吋
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第 14表 本邦のソラマメ，エンドウに発生するウイルスの検索表

A.ベチュニア，ポンキγ. C. amaranticolorに病原性がない

1.イ γゲン(トップクロップ〉に局部えそ斑点，ラヂノクローパー， νッドクロー

パーに病原性がない.粒子は長さ約750mμ のひも状…...・ H ・..…・・ H ・H ・.....・ H ・...・H ・...PnMV

2.イγゲγ，ラヂノクローパー， レッドクローパーに全身病徴.粒子は長き約500

mμ のひも状…...・ H ・..….....・ H ・-…・・ H ・H ・......・ H ・...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・-…WCMV

B.ベチュニア，ポγキン.C. amaranticolorに病原性があり，ダイズに病原性が
ない.粒子は径約30mμ の球状…...・ H ・...・ H ・.......・ H ・....・ H ・......・ H ・......・ H ・...・ H ・..…・CMV-Le

C.ベチュエア.C. amaranticolorに病原性があり，ポンキンに病原性がない.エ
ンドウ， ソラマメに明擦なモザイクやえそ病徴，粒子は球形...・ H ・.....・ H ・...・H ・...・H ・...PDMV

D.ポγキγ.C. amaranticolorに病原性があり，ベチュニアに病原性がない

1.ポγキγに全身黄色小斑点病徴. エンドウ，ソラマメにえそおよびそザイク

病徴.粒子は長さ約750mμ のひも状....・ H ・......・H ・......・ H ・......・ H ・-…...・ H ・....・H ・-…..p238 

2.ポンキンに明瞭なモザイク病徴. ェγ ドウ，ソラマメに不明瞭なモザイク病

徴.粒子は長さ約750m/'のひも状..，・ H ・..…...・ H ・...・ H ・H ・....・ H ・-…....・H ・.....・ H ・...WMV

E.ベチュエア，ポγキンに病原性がなく.C. amaranticolorに病原性あり

1.対日絹爽および WisconsinPerfectionエンドウに全身感染する

i.ェγ ドウに主としてえそ病徴.粒子は径25mμの短梓状…...・ H ・-…....・ H ・.....・ H ・-…BNV

ii.ェγドウに退色，捲葉，モザイク病徴.粒子は長き約750mμ のひも状...・H ・-…PSbMV

2. :If十日j絹爽エンドウに病原性があり. Wisconsin Perfectionエンドウには病

原性がない.粒子は長さ約750mμ のひも状

i.インゲンの多くの品種にそザイク病徴.ササゲに病原性がない…...・H ・..………BYMV。
ii.インゲンの多くの品種に葉脈緑帯病徴.ササゲに病原性がある・ H ・H ・.....・ H ・H ・H ・..…V166

iii.ィγゲンの多くの品種にえそ病徴.ラヂノクローパーに全身感染...・H ・......・H ・.BYMV-N

iv.山成黒三度，つるなし金時など少数の品種を除き，インゲγに全身感染しない
a.エンドウ，ソラマメに鮮明な黄斑モザイク病徴...・ H ・....・ H ・...・ H ・......・ H ・-……BYMV-P

b.エンドウ，ソラマメに軽いモザイク病徴…...・ H ・..… H ・H ・...・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....BYMV・B

マユ状 球状 蚕音量20m~ 長さ約5ω函μ
立ひも状

BYMV..() BYMV-N AMV PDMV CMV・Le WCMV 

レッドクローfZ- (M) N.M.D M M 百1

ホワイトクローパー M M M ロ1

ソ ラ -マ メ M N.M.D N M.N N ロ1

ェ γ 絹ド ウ
(:If十日 爽〉 M N.M.D N M.N.Stu M 口1

イ ユノ ゲ :.; M N.D L/S (L) M m 
(トップクロップ)

ベチュユア M M M 

ベポカボチンャ〕
(ポ γ キ M 

C. amamnticolor L. (S) L.S L.S L.S L 
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第 16表 本邦のクローパー顎に発生するウイルスの検索表

A.ソラマムエγドウに軽いモザイクやえそ病徴.C. amarantic%rに病原性が

ない.粒子は長さ約5∞mμ のひも状…....・ H ・..........・ H ・..… H ・H ・...・ H ・......・ H ・...・H ・...WCMV

B.ソラマメ，エンドウ.C. amarantic%rに病原性がある

1.ベチュユア，ポンキγに病原性急り，粒子は径約30mμ の球状…...・ H ・'"・H ・...…・CMV・Le

2.ベチュユアに病原性があり，ポンキγに病原性がない

i.レッドクローパー，ラヂノクローパーにモザイク.多くの場合イシゲンに明

僚な局部えそ病斑. エンドウに不明瞭な全身病徴.粒子は約 36~58x18 

mμのマユ形・ H ・H ・H ・H ・..…・ H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・..AMV

ii.レッドクローパー， ラヂノクローパーに病原性がない. 少数のインゲン品種

に不明確な局部病斑.エンドウに明瞭なモザイク病徴.粒子は球形…...・H ・..……PDMV

3.ベチュエア，ポンキンに病原性がない.粒子は長さ約750mμのひも状

i.ソラマメ，エンドウ，インゲンに主としてモザイク病徴・ H ・H ・..…...・ H ・.....・ H ・..BYMV・0

ii.ソラマメ，エンドウ，イ γゲンに主としてえそ病徴・ H ・H ・..…...・ H ・..… H ・H ・..，…BYMV-N

ることが常に可能であるかどうか，まだ十分に明らかになっているとはいえない.マメ科

横物に発生するウイルスの中.Brandesの分類(6.1)による PVY群ウイルスをとってみて

もその例外ではない. すなわち，粒子の形態で厳密な区別が困難なこれら PVY群の各ウ

イルスを区別するのに，血清学的方法で類別できれば好都合であるが，血清反応試験(と

くに凝集反応)で見られた反応域の差異だけをウイルス分類の基準にすることは現段階で

はまだ問題が多いと見るべきであろう. ウイルスをそれぞれの commonnameで区別し

て行〈限り，粒子の形態，血清学的性質だけでなく，従来永年にわたって用いられてきた

寄生性も重視する必要があり，これらを綜合してウイルスを判別し，分類することが妥当

といえよう.

マメ科植物に発生するウイルス， とくに， BYMVおよびその関連ウイルスについて，

判別分類の面から従来問題がなかったとはし、えず，むしろ，場合によっては混乱が生じて

いる点もある.例えば，以前から Peamosaic virus (PMV)はインゲンに病原性のない

点を重視して BYMVとは別種のものとして取り扱かわれてきたが(11，58，叫， 近年に至り，

インゲγの品種によってはPMVに感染することが明らかにされ(38，叫， PMVとBYMVと

の区別はかなり不明確なものになっている.我国に存在しPMVに該当すると思われるウ

イルスは本報で BYMV-B， BYMV-Pとしたものであるが，本報の結果でも明らかなよう

に，これらはインゲγの幾つかの品種に全身感染が認められるものである.このように，

寄生性に決定的な，あるいは幅広い差異がない限り，これを別種のウイルスとして取り扱か

うことは後日の混乱を招くおそれがあるので，ウイルスを判別分類する場合には寄生性だ

けでなく綜合的な判断にもとづく必要のあることは言をまたない. 著者は本報の結果か

ら，インゲンに対する病原性の有無よりは，むしろ， BYMV抵抗性といわれる Perfection

typeのエンドウ品種 (WisconsinPerfectionや NewSeasonなど)への病原性の有無で、

BYMVを特徴づけてよいのではないかと考えた. すなわち， ほぼマメ科植物に限り比較

的寄生性の広い PVY群ウイルスでこれらェγドウ品種に病原性がなL、ものを BYMVと

.し，.幾つかの系統に分けて取り扱かうようにした.
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本文中にも述べたように， BYMV心， BYMV-Nとしたものの中にもわずかに病原性の異

なる多くのウイルス株が存在するが，寄生性も重視して判別する分類上の観点からすれ

ば，これらのわずかな病原性差異を系統聞の差異とすることは混乱を助長するおそれがあ

る. したがって，このような病原性の差異は系統内での変異と見るべきであろう.この見

方を拡大して， PMV (BYMV-B， BYMV-P)の示す寄生性と他の BYMV系統の寄生性と

の差異は別種のウイルスとするより BYMV系統聞の差異と見るものである.

種子伝染性の BCMV，AzMV， CoMV， SMV ii¥，、ずれも他の PVY群マメ科ウイルスに

比べて寄主範囲は狭〈限られており， しかも互いに異なっている. Cross protection test 

の結果から， AzMVとCoMVとは近縁であるとし、う報告もあるが(lf)， cross prot配 tion

testの結果は常に明確な結論に至るとは限らず，場合によっては必ずしもウイルスの類縁

を直接に示すものではない. また， protectionが認められたからといって，二つのウイル

スを同一ウイルスに統合することは不適当な場合も多い. AzMVとCoMVはそれぞれの

寄生性の特徴から別種のウイルスとして取り扱かうのが現段階では妥当ι思われる. PSb-
MV， PnMVは上記の種子伝染ウイルスよりは広い寄生性を示すにしても. Perfection 

typeのエンドウに病原性のあることなどから.BYMVの系統とするより別種として取り

扱かう方がよいと考えられる.以上の諸ウイルスの種子伝染率はソラマメで種子伝染する

こともある BYMV-Bのそれに比べて一般に高率であり，種子伝染性を各ウイルスの大き

な特徴と考えてよいと思われる.

いわゆるマメ科植物ウイルスでないもの (WMVゃ TuMV)は寄主範囲の点で明らか

にマメ科ウイルスとは異なっているので， 強いて BYMVに関連づけた論議を行なう必要

はないであろう. しかし， rp238Jウイルス株は寄主植物の種類から見ると BYMVと

WMVとの中間的な性質を持っているよ うである BYMVの各系統と比較すれば. rp 

238Jはウリ科植物に広〈病原性がある点で異なる.また.WMVに比べると rp238Jの

マメ科における寄主植物の種類は WMVのそれとほぼ類似しているが， ウリ科植物にあ

らわす病徴はまったく異なっているので， 今のところ直ちにこれを WMVの系統とする

ことにも問題がある. このウイルスの同定分類にはさらに血清試験などの結果も必要にな

ると考えられる.

すでに独立した別種のウイルスとして取り扱かわれている幾つかのウイルスを用い，粒

子の形態，血清学的性質，寄生性， cross protectionなどを調べて，ウイルスの性状の相

異を知ろうとする場合には比較的容易に結論を得ることができる.しかし，著者も経験し

たことであるが，例えばBYMVとその関連ウイルスの場合のように， 分離された未知の

ウイルス株を同定する際に，必ずしも常に適確に，また容易に結論が得られるとは限らな

い.その理由のーっとして，互いにわずかな病原性の差異のあるウイルス株が比較的数多

く得られながら，同定の基準になる関連ウイルスの分類整理が十分に確立していないこと

があげられよう.

我国のマメ科植物に発生するウイルス事は植物によってはまだ十分に調査されたとはい

*本報には汁液接種できるウイルスだけについて記述してあるが，汁液接種できないウイルスで
レンゲ萎縮病ウイルスが北陵地方のレγゲ，愛知，和歌山，岡山などの各県下のエンドウやソラ
マメに分布している. また，汁液で移るものでもクロタラリヤから tobaccoringspot virus 
が.エンドウから peastreak vlrus様の未同定ウイルスなどが得られているが本報の記述に
は入っていない.
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えないものもあるが，全般的に見て近年かなり広〈明らかにされ，ウイルスの実際的な判

別方式を具体的に設定しでもよい時期に至ったと考えられる. このために，本報では各種

のマメ科作物別に我国で発生する汁液接種可能なウイルスの粒子の形態と判別植物による

検索方式を設定してみた.この検索方式は，いわゆる球状ウイルスも含めて，主として幾

つかの判別値物に対する接種試験だけで、も既知ウイルスを判別で‘きるように考案したもの

であるが，今後さらに別種のウイルスの発生が知られた場合，それに応じて修正される可

能性のあることは勿論である.判別植物の選定は，この方式が実際的に広く利用され易い

かどうかを左右するものと思われるので，ここではできるだけ入手し易く，育商し易いこ

とも考慮に入れて選定した.この観点から.例えば，タパコや N.gJuti抑制に代えてベ

チュニアを用いるようにしているが，本文中の各表にあげた横物に代るものが他にも幾っ

かあることは第2表の結果からも当然であり，利用し得る範囲で判別植物の種類を決定す

ればよい.

摘 要

本邦のマ〆科植物に発生する PVY群のウイルス(長さ約 750mμ前後のひも状)"とく

に Beanyellow mosaic virusを中心にして， 約20種の植物に汁液接種を行なって寄主

範囲の比較実験を行なった.用いたウイルスはインゲン ・モザイク (BCMV)，アズキ ・モ

ザイク(AzMV)，ササゲ ・モザイク (CoMV)，ダイズ ・モザイク (SMV)，エンドウ・種

子伝染モザイク σSbMV)，ナンキンマメ ・モットル σnMV)，インゲン ・黄斑モザイク

(BYMV)のソラマメ・モザイク系 (BYMV-B)，エンドウ・モザイク系 (BYMV-P)，普

通系(BYMV-Q)2株，えそ系 (BYMV-N)2株，ソラマメ・輪紋系 (V166株)，未同定のP

238株，カボチャ・モザイク(WMV)，およびカプ・モザイク(TuMV)の各ウイルスである.

実験結果にもとづいて，PVY群ウイルスだけでなく，本邦のマメ科植物に発生し，汁液接

種可能なホワイトクローバー，モザイク (WCMV)，アルフアルファ ・モザイク(AMV)，キ

ュウリ ・モザイクのマメ科系統 (CMV・Le)，およびエンドウ・萎縮モザイク (PDMV)の各

ウイルスも含めて，擁物別に具体的な検索のための判別植物を選定して判別植物の反応表

を作成し，さらに検索表の形式にもまとめてみた.インゲンに発生する BCMV，BYMV， 

WMV， CMV-Leの各ウイルスはインゲン(トップクロ y プ)， ェγドウ(対日絹爽)，ソ

ラマメ，ベチュニア，ベポカボチャ， および C.amaranticoJorを用いて判別できる.ア
ズキの AzMV，CoMV， CMV-Leの各ウイルスにはアズキ，ソラマメ，インゲン，ベチュ

ユア，ベポカボチャ，および C.amaranticoJorを，ササゲでの CMV-Le， PDMV， CoMV 

の各ウイルスにはササゲ，エンドウ，ベポカボチャ，および C.amaranticoJor，ダイズで

は SMV，SSV， AMV， BYMVをダイズ(農林4号)， インゲシ，エンドウ，ササゲ， リ

ヨクズ， C. amaranticoJorにより， ナンキンマメの TuMV，PnMVではナンキンマメ，

エンドウ，夕、、イコン， C. amaranticoJorを， エンドウやソラマメのウイルス (PSbMV，

BYMV， PnMV， WMV， P238， WCMV， BNV， PDMV， CMV-Le)にはソラマメ，エンド

ウ(対日絹葵， Wisconsin Perfection)，ダイズ，アズキ，インゲン，ベチュニア，ベポカ

ボチャ，および C.amaranticoJorを用い，クローバー類のBYMV，WCMV， AMV， CMV-

Leではレッドクローパー， ホワイトクローパー，ソラマメ，エンドウ，インゲン，ベチ
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ュニア， ベポカボチャ， およびC.amaranticolorを判別植物にしてウイルスを検索する

ことができる.
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